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第
六
十
四
巻

第
一

号

　
平
成
二

十
七

年
十
二

月

『

釈
摩
訶
衍
論
』

に

お

け
る

「

三

十
三

法
門
」

　

　

　

　
　

十
種
論
と
の

関
わ

り
を

中
心
に

の

意
義

関

悠

倫
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一

　

は
じ
め

に

　
『

釈
摩
訶
衍
論
』

（

以
下
『

釈
論
』

）

は

『

大
乗
起
信
論
』

（

以
下
『

起
信
論
』

）

の

注

釈
書
で

あ
る

。

三

十
三

法
門
と
は

、

『

釈
論
』

が

立

義
分
を

解
釈
し

た

も
の

で
、

特

に
、

そ
の

内
の

不
二

摩
訶

衍
法
を

重
要
な
思
想
と

位
置

付
け
る

。

こ

の

よ

う
な
内
容
は

、

『

釈
論
』

以
外
の

注
釈
書
に
は

見
出
せ

ず
、

そ

れ
に

類
す
る

思
想
や

説
示
も
認
め

ら

れ
な
い

。

先
行
研

究
で

は
、

三

十
三

法
門
が

『

釈
論
』

の

特
性
で

あ
る
と

す
る

指
摘

、

あ
る
い

は

『

釈

論
』

自

体
を

『

大
乗
起
信
論
義
記
』

に

対
す
る

研
究
史
の
一

環
と

し

て

取

　

　

　

　

　

　

（
1

）

り
扱
う
傾

向
が

あ
る

。

し

か

し
な
が
ら

、

三

十
三

法
門
が

説
示
さ
れ

た

思

想

背
景
ま

で

踏
み

込

み
、

そ
の

意
義
を

明
ら

か

に

し

た

も
の

は

な
い

よ

う
で

あ
る

。

筆
者
は

、

本
稿
に

お
い

て
、

『

釈
論
』

が
三

十
三

法
門

を
説

い

た

背
景

に

特
有
の

馬
鳴
像
理
解
が

あ
っ

た
の

で

は
と

予
想
し

て
い

る
。

す
な
わ

ち

「

釈
論
』

に
は

非
常
に

独
創
的
な
馬
鳴
観
が
見
ら
れ
、

そ
の

馬

鳴
に

対
す
る

見
方
が

な

け
れ

ば
三

十
三

法
門
は

説
示
さ

れ

る

こ

と

は

な

か
っ

た

と

考
え
る

。

筆
者
は
三

十
三

法
門
が
特
性
と
の

み

評

価
さ

れ
る

も

の

で

は

な
い

こ

と

を

付
加
し
た
い

。

そ
こ

で

本
稿
で

は

馬
鳴
像
に

対
す
る

独
特
な
理

解
に

基
づ

い

て

説
く

、

馬
鳴
作
と

さ
れ

る

十

種
の

論
に

注
目

し
つ

つ
、

三

十
三

法
門
の

意
義
を

再
検
討
し
た
い

。

二

　
『

釈
論
』

に

お

け
る

馬
鳴
理

解
と

十
種

論

　
『

起

信
論
』

（
馬
鳴
造
・

真
諦
訳）

は

現
在
で

も

成
立

地
や

年
代
等
の

問

題
が

定
ま
っ

て

い

な
い

。

こ

の

問
題
に
つ

い

て

は
、

柏
木
弘
雄
に
よ

り

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

2）

多
方
面
か

ら
の

緻
密
な
検

討
が

な

さ

れ

て

い

る
。

ま
た

、

石

吉
岩
は

地

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3

）

論

宗
と
の

関
わ

り
を

中
心
に

ま

と
め

て

い

る
。

こ

れ
ら

先
行
研
究
に

お

い

て
、

『

起
信
論
』

が

中
国
に

流
布
し

た
と

さ

れ

る

時
期
は

、

六

世
紀
後

半
と

さ
れ

て

い

る
。

『

釈
論
』

に
つ

い

て

は

石
井

公
成
や

遠
藤
純
一

郎
が

　
　
　
　

　

　

　

　

　
　

（

4
）

八

世
紀
初
か

ら
後
半
頃
と

す
る

。

本
稿
で

は

成
立
に

は

言
及
し

な
い

が
、

『

釈
論
』

が

注

釈
書
で

あ
る

以
上

、

『

起

信
論
』

流

布
以

後
よ

り
八

世
紀

後
半
の

問
に

成
立

し

た
と

し

か

現
段
階
で

は

言
え
な
い

。

だ

が
、

『

釈
論
』

に

は

龍

樹
（
Z
摺
9
⊆

蠧）

造
と

す
る

イ
ン

ド

撰
述
・

筏
提
摩

多
訳
の

み

　
　
　
　

　

　
（

5
）

が

伝
わ
っ

て

い

る
。

『

釈
論
』

は

馬
鳴
に
つ

い

て

六
人
か

ら
な
る

説
を
六
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（

6
）

種
の

経
典
に

基
づ

き
説
い

て

い

る
。

そ

れ

は

 
仏
成
道
第
十
七

日

目
の

馬
鳴
（
『

勝
頂
王

契
経
』

の

説
）

、

 
仏
入

涅
槃
の

日
の

馬
鳴
（

『

大
乗
本

法
契

経
』

の

説
）

、

 
仏
滅
後
百

年
後
の

馬
鳴
（

『

摩
尼
清
浄
契
経
』

の

説）
、

 
仏

滅

後
三

百
年
後
の

馬
鳴
（

『

変
化
功
徳
契
経
』

の

説
）

、

 
仏
滅
後
六

百

年
後

の

馬
鳴
（
『

摩
訶
摩
耶
契
経
』

の

説）
、

 
仏

滅
後
八

百
年
後
の

馬
鳴
（

『

常

徳
三

昧
契

経
』

の

説）

と

な
る

。

『

釈
論
』

は

以

上
の

馬
鳴
た

ち
が

本
来

「

大
光
明
仏
」

で

あ
り

、

時

代
を
隔
て

化
生
し

、

不
動
地
で

あ
る

第
八

地

の

菩
薩
と
し

て
、

仏
の

成
道
・

入

涅
槃
・

仏
滅

後
に

お
い

て
、

都
合
六

回
登
場
し

た

と

す
る

。

馬
鳴
の

出

現
に

つ

い

て

も
「

機
に

随
っ

て

応

ず

（
7）る

」

と

し
、

衆
生

を
解
脱
・

済
度
さ

せ

る

た

め
の

教
え
と

し

て

十
種
の

論
を

説
い

た

と

す
る

。

そ
の

十
論
と

い

う
の

が

『

起
信
論
』

を
含
む

、

＝

心

遍

満

論
』

・
『

融

俗

帰
真
論
』

・
『

法
界

中
蔵
論
』

・
『

秘

密

微

妙

論
』

・
『

衆

命
合
一

論
』

・
『

真
如
三

昧
論
』

・

『

心

性
清
浄
論
』

・
『

不
動

本

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
（
8

）

原
論
』

・
『

甚
深
玄
理
論
』

を
い

う
。

『

起
信
論
』

以

外
の

論
は

実

在
を

確

認
で

き
な
い

架
空

論
書
と

さ

れ
て

い

る
。

要
す
る

に

『

釈
論
』

は

時

代

を
経
て

登

場
し

た
⊥

ハ

人
の

馬
鳴
が

十
論
の

い

ず
れ
か
を

説
い

た

と

い

う

　

　
　

　
　

　

　
　

　
（
9

）

独
特
の

説
示
を
し

て

い

る
。

三

十

三

法
門
と

十

論
の

論
の

関
係
を
概

説

す
る

と

以
下
の

よ

う
に

な
る

。

　

三

十
三

法
門
と

は
三

十
二

法

門
と

不
二

摩

訶

衍

法

を

合
わ

せ

た

三

十
三

種
の

法
門
を
い

い
、

不
二

摩
訶
衍

法
を

重
要
な
思

想
と

位
置
づ

け
る

。

こ

れ

は

三

十
二

法
門

に

対
比
し
て

「

因
縁
」

・
「

機
根
」

・
「

教

説
」

を
超
越

し

た

法
で

、

三

十
二

法
門
を
所

得
す
る

根
源
的
な

摩
訶
衍
と

位

『

釈
摩
訶
衍
論
』

に

お

け
る

コ
ニ

十
三

法
門
」

の

意
義
（

関
）

憲
遍

満
・
』

宝
醂

蘿
鶸
遠
　

藤
齢

『

馨
帰

盞
｛

蘿
雛
纛
鞴
覊
杯

難
蘿
翻
匹
嗣
堕

・

法

界

羅
論
』

｛

畿
翻
齲
薙
翻

諦

靴

謫
障
L

・

秘

穣
妙

論
』

｛

纏
面

鞴
嬲
麒
騰

嫡

騎

譲
胴
墹

酢

門」

ー
・

衆

命
・

三
三

黶
嬲
瀧

鞋
鯉
轢
灘
鰲
峯

嗣

『

真

如
・

昧
論
・

｛

顯
嬲
蘿

鰲

晶
蠅

・

心

性

霪
・
・

蕪
竺

飜
鵠
齷
鷁
評

侃」

覇
『

蠹
鑛

鑿
靆
｝
・
不
・

・

訶
衍

法・

※ 『融俗帰真論』以降 の 門の名前は文字数 の 都合 略 して い る 。

　
　

　

　
　
（
10
）

置
付
け
て

い

る
。

そ

の

よ

う
な

法
が

説
か

れ

る

と

す
る
論
と
い

う
の

が

十
論
の

内
の

不
動
本
原

論
と

甚
深
玄
理
論
な

の

で

あ
る

。

で

は
こ

の

法

以
外
の

残
り
の

八

論
と
三

十
二

法
門
の

関
係
と

は
、

一

論

に
対
し
て

四

種
法
門

ず
つ

が

対
応
し

て

い

る
。

そ
う
な
る

と

『

起

信
論
』

に

対
応
す

る

法
門

は

「

一

体
摩
訶
衍
」

と

「

一

体
門
」

、

「

自
体
自
相
自
用
摩
訶
衍
」

と

「

自
体
自
相
自
用
門
」

の

四
種
と

な
る

。

こ

れ

で

は
注

釈
書
と

し
て

三

十
三

法
門
を

説
い

た

と

い

う
よ

り
、

『

起
信
論
』

を

拠
り
処
と

し

な

が

ら
、

『

起
信
論
』

の

領
域
を

超
え
た

内
容
を

示
し
て

い

る

よ

う
に

見
受
け

一 225一
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『

釈
摩
訶
衍
論
』

に
お

け
る

「

三

十
三

法
門
」

の

意
義
（

関
）

ら

れ
、

注
釈
書
の

体
裁
と

し

て

違
和
感
を

覚
え
る

。

筆
者
は

こ

の

点
を

ど
の

よ

う
に

読
み

取
る

の

か

が

重
要
な

視
点
だ

と

考
え

る
。

そ
れ

は
『

釈

論
」

が

三

十
三

法
門
を

説
示
し

た

背
景
に

、

馬

鳴
の

説
く
十
論
が

事
前

に

あ
り

、

そ

の

論
の

境
界
・

本

質
を

説
い

た

も
の

が

各
一

論
に

対

応
し

て

い

る
の

で

あ
る

。

そ

の

よ

う
に

見
る

と
、

『

釈
論
』

は

三

十
三

法
門
に

ま
つ

わ

る

構
想
を

馬
鳴
よ

り
直
に

受
け

、

注
釈

書
と

し

て

造
論
す

る

中

で

三

十
三

法
門

を

説
示
し

た

と

主

張
し

て

い

る
こ

と

に

な
る

。

そ
の

よ

う
に

理

解
す
る

と
、

三

十一．一

法
門
が

『

釈

論
』

作

者
と

さ

れ

る

龍
樹
の

創
作
で

は

な
い

と
い

う
見
方
が
可
能
と

な

る
。

『

釈
論
』

の

説
示
に

は

以

上

の

内
容
を

裏
付
け

る

よ

う
に

、

立

義
分
解
釈
の

部
分
に

お

い

て

馬

鳴

の

名
を

登
場
さ
せ

て

い

る
。

そ

れ

は

「

馬
鳴
菩
薩
正

し

く
彼
の

文
を
摂

（
11）
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
12
）

す
」

や
、

「

馬
鳴
菩
薩
の

本
趣
意
楽
」

等
で

あ

る
。

つ

ま
り

『

釈
論
』

は

三

十
三

法
門
と
い

う
テ

ー
マ

を

基
盤
と

し

て

『

起

信
論
』

を

注
釈
し
て

い

る
こ

と

に

な
る

。

一

方
で

馬
鳴
の

深

旨
を

龍
樹
が

受
け
三

十
三

法
門

を

説
く
こ

と

が

で

き
た

理

由
は

何
か

と
い

う
点
は

鮮
明
で

は

な
い

。

な

ぜ

『

釈
論
』

は

独
特
な

馬
鳴
像
を

展
開
し

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

そ
の

点

が

気
に

な
る

。

三

　
序
に

み

る

馬
鳴
と

龍
樹

　
『

釈
論
』

は

「

廻
向
頌
」

解
釈
の

際
、

龍
樹
の

立

場
を
「

歓
喜
大
士
」

　

　
（
13）

と

説
く

。

こ

れ
は

龍
樹
を

初
地
で

あ

る

歓

喜
地
の

菩
薩
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

こ

の

初
地

の

龍
樹
と

八

地

の

馬

鳴
の

関
係
に
つ

い

て

『

釈
論
』

の

序
を

見
る

と
、

密
接
さ

を

匂
わ

す
興
味
深
い

記
事
が

あ
る

。

　

朕
、

方
に

解
（

さ
と

）

り
ぬ
、

化
因
を
七

覚
の

宝
林
に

茂
ら
せ

、

蓮
種
を

八

徳

　
の

珠
池
に

植
え
た

り
と
い

う
こ

と
を

。

（
中
略）

馬
鳴
聖

者
の

光
明
の

徳
、

時

　
に

具
さ

に
顕
わ

れ、

龍
樹
大
士
の

妙
雲
の

瑞
、

方
に

円
か
に

啓
け
た
る

を
以
っ

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
は　

　
て

な
り

。

洋
々

た

り、

簫
々

た
り

。

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
（

15）

　

こ

の

序
の

成
立

は

「

姚
興
皇

帝
製
」

と

記
さ

れ

て

い

る

が
、

現

在
で

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
16）

は

仮
托
さ
れ
た

も
の

と

考
え

ら

れ

て

い

る
。

序
の

内
容
を
見
る

と
、

「

化

因
」

と

は
、

馬
鳴
と

龍
樹
が

、

こ

の

世
に

化
現
し
た

因
縁
を
「

七

覚
支
」

を

得
た

輪
香
長
者
と

そ
の

「

珠
池
」

と

い

う
妻
を

父

母
と
な
し

て

出
生

　

　

　

　

　

　
　
　
　
（

17）

し
た

と

す
る

も
の

で

あ

る
。

後
半
に

は

「

馬
鳴
聖

者
の

光

明
の

徳
」

と

「

龍
樹
大
士
の

妙
雲
の

端
」

と

あ
り、

馬
鳴
が

大
光
明
仏
と

す
る

説
や

龍

樹
が

歓

喜
大
士
と

す
る

説
を
援
用
し

た

も
の

で

あ
る

。

以
上

を
纏
め

る

と
、

な
ぜ

龍
樹
が

馬
鳴
か

ら

三

十
三

法

門
の

論
旨
を
受
け
る

こ

と

が

で

き
た

の

か

は
、

二

人
が

兄
弟
で

あ
る

と

す
る

関

係
を
背
景
に

置
い

て
い

る

か

ら
こ

そ
成
し

得
た

の

で

あ
る

。

ま
る

で

二

人

が

仏
か

ら

弟
子
へ

と

法
が

相
承
し
て

い

く
過
程
を
暗
示
し

て
い

る

よ

う
に

も
見
受
け
ら
れ

る
。

四

　
ま
と
め

　

先
行

研
究
に

お
い

て

『

釈
論
』

を

特

徴
的
な
注
釈
書
と

指
摘
す

る
こ

と

は

筆
者
も
同
感
で

あ
る

。

だ

が
、

『

釈

論
』

が
三

十
三

法
門
を
説
い

た

背
景
に

は
、

『

釈
論
』

に
と
っ

て

『

起
信

論
』

以

外
の

九

種
の

論
が

架
空

で

あ
る

か

否
か

は

そ
れ

ほ

ど

問
題
で

は

な

か
っ

た
。

そ
れ
よ

り
も

十

論
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が

肉

親
で

あ
る

馬
鳴
の

所
説
で

あ
る
こ

と

を

論
じ
つ

つ
、

六

馬
鳴
の

本

旨
を

直
に

受
け
た

の

は

兄
弟
で

あ
る

龍
樹
な

の

だ

と

主
張

す
る

点
に

注

目
す
べ

き

で

あ
る

。

三

十
三

法

門
が

創
設
さ

れ

た

意
義
の

主

軸
に

あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
18
）

の

は

馬
鳴
の

役
割
な
の

で

あ
る

。

1
　
吉
津
宜
英
［
二

〇
一

四］
。

2
　
柏
木
弘
雄
［
一

九
九

＝
。

3
　

石
吉
岩
［
二

〇
一

〇
］

七

−
二

六

七

頁
。

4
　
石
井
公
成

［

一

九
九

六］
、

遠
藤
純
一

郎
［

一

九
九
五
］

八
一

頁
。

5
　
『

釈
論
』

大
正
三

二
、

五

九
二

頁
上

−
中

。

序
に

は
弘

始
三

年
（

四
〇
一
）

　
に

『

釈
論
』

が

漢
訳
さ

れ
た
と

あ
る
。

6
　
『

釈

論
』

大
正
三

二
、

五

九

四

頁
中
−

下
。

『

釈
論
』

の

内
に
は

こ

の

よ

う

　
な
順
番
で

説
か

れ
て

い

な
い

。

成
道
か
ら

仏
滅
後
八

百
年
後
の

時
間
軸
を
勘

　
案
し
て

こ

の

よ

う
に
し

た
。

7
　
『

釈
論
』

大
正
三

二
、

五

九

四
頁
中

。

8
　
『

釈

論
』

大
正
三

二
、

五

九
二

頁
下

。

9
　
「

釈

摩
訶
衍
論
記
』

。

本
書
の

著
者
聖
法
は
六

馬
鳴
と

十
種
論
の

成
立

に
つ

　
い

て

説
い

て

い

る

（

卍
続
蔵
経
七
二
、

七
三

二

頁
上
）

。

10
　
『

釈

論
』

大
正
三

二
、

六

〇
一

頁
下

。

11
　
『

釈

論
』

大
正
三

二
、

六
〇

〇
頁
中

。

12
　
『

釈
論
』

大
正
三

二
、

六
〇
一

頁
中

。

13
　
『

釈
論
』

大
正
三

二
、

六
六

八
頁
中

。

14
　
『

釈
論
』

大
正
三

二
、

五

九
二

頁
上

。

15
　
『

釈
論
』

大
正
三

二
、

五

九
一

頁
下

。

16
　
中

村
本
然

［

一

九
八

六
］

。

　
　
『

釈

摩
訶
衍
論
』

に
お

け
る

「

三

十
三
法
門
」

の

意
義
（

関
）

17
　
柏
木
弘
雄
［

一

九
九

九］

を

参
考
と
し

た
。

18
　
本
多
隆
仁
［
二

〇
一

四］

一

三

頁
。

〈

一

次
資
料
〉

『

釈
摩
訶
衍
論
』

大
正
三

二

所
収

〈

参
考
文
献
〉

森
田
竜
僊
『

釈
摩
訶
衍
論
之
研
究
』

（

山
城
屋

文
政
堂

、

一

九
六

九
）

柏
木
弘
雄
『

大
乗
起
信
論
の

研
究
』

（

春
秋
社

、

一

九

九
一
）

石
井
公
成
『

華
厳
思
想
の

研
究
』

（
春
秋
社、

一

九
九

六）

柏
木
弘
雄
『

『

釈
摩
訶
衍
論
』

を
読
む
』

（
真
言
勧
学
之
会

、

一

九
九

九
）

石
吉
岩
「

『

大
乗
起
信
論
』

の

地

論
宗
撰
述

説
に

対
す
る

意
見
」

金

剛
大
学
校

　
仏
教

文

化
研

究

所
編
『

地

論
思

想
の

形
成

と

変

容
』

（

国

書

刊
行

会
、

　
二

〇
一

〇
、

二

四
七
−
二

六
七

頁）

吉
津
宜
英
『

大
乗
起
信
論
新
釈
』

（

大
蔵
出
版

、

二

〇
一

四
）

中
村
本
然
「

釈
摩
訶
衍
論
の

成
立

問
題
に

つ

い

て
」

（
『

印
仏
研
』

三

四

−
二

、

　
一

九
八
六

、

六
六

−
七
一

頁
）

遠

藤

純
一

郎
「

三

十

三

法

門

に

つ

い

て
」

（

「

智

山

学

報
』

四

四
、

　
一

九
九
五

、

八
五

−
一

〇
二

頁）

本
多
隆
仁
「

釈
摩
訶
衍
論
に

お

け
る

立

義
分
解
釈
の

問
題
点
」

（
『

密
教

学
研

　
究
』

四
六

、

二

〇
一

四
、

一

−
一

四

頁
）

〈

キ
ー

ワ

ー
ド

〉

　
三

十
三

法
門

、

十
種
論

、

馬

鳴
、

龍
樹

（

大
正

大
学
副
手）
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